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近著に「社会運動と若者」「社会運動のサブカルチャー化」「みんなの『わがまま』入門」など。 

テレビのコメンテーターなどでも出演多数 

研究テーマとしては、若者文化におけるメディア・コミュニケーション、社会運動をめぐる「離脱

／燃え尽き」の問題、私生活における政治的・非政治的領域の葛藤など若者文化、メディアの社会

学的な分析を行う。 

１．はじめに 

ご紹介いただきました富永です。普段から連合と連合総研の皆さんには大変、お世話に

なっておりまして、どちらかといえばこれまでは終了した研究について話させていただく

ことが多かったです。例えば大規模調査の結果と社会学理論を合わせた内容であるとか、

若年層の安保法制抗議行動・脱原発運動あるいはフライデーズ・フォー・フューチャーで

すとか、現代の運動に関わっている若者の聞き取りをしたことが多かった。実務家向けの

方の研究者としての助言というと口幅ったいのですが、そういったポジションで講演する

ことが多かったのですが、せっかく今回、「日本の未来塾」という場をいただいているので、

今やっております研究について若手の多様な研究者の方たちと連合・連合総研の皆さんか

らいろいろと忌憚ないコメントをいただければと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 私は、社会運動論というよりは、現代史みたいなものに近いと思うのですが、そういっ

た研究をしております。タイトルとしては『高度経済成長期以降の日本人の意識変容は社

会運動を衰退させてしまったのか』というところです。芳野会長がおっしゃったとおり、
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日本は極めて社会運動発生率の低い国と言われています。例えばＩＳＳＰという調査です

と、社会運動発生率は、西ヨーロッパが約50パーセント、オセアニア・東側のヨーロッパ

ですと大体20パーセントから30パーセント、南北アメリカでも大体10パーセントから20パ

ーセントくらいはあると言われていて、東アジア、特に日本は何パーセントくらいなのか

と言うと、５パーセントくらいです。こういう状況は戦後というか、ここ20年、30年は続

いておりまして、つまり社会運動をやりたがらない人たちの国なわけです。 

 さらに言えば若年層になればなるほど、といいますか50代以下はかなり社会運動の忌避

感が高くなっている。そう考えたときに、その話をメディアでするとすごく引っ掛かるの

が、「学生運動のトラウマでしょう」とよく言われるわけです。本当にそうなのか。ドイツ

でもイタリアでも相当激しい学生運動があった。フランスなんかはいうまでもないわけで

すけど、それでもデモ参加率は、現状まだ50パーセント前後はある。世界価値観調査とか

でも30パーセント以上あるわけで、そう考えたときに、そういう「よくある論」で片付け

たくないなと思っています。こうした現代史にさかのぼるような研究、68年以降というか、

72年以降というか、そういう学生運動が終わった後、その過去がどう語り継がれたか、ど

う意識されたかという研究を始めたいなと思ったところです。 

 そういった課題意識から、それまでやってきた若い社会運動家の聞き取りから、現代史

的なものを遡るようなテーマになっていったわけです。まず70年代の社会から社会運動が

衰退していったときに、何を原因とする議論が多いかというと、一つは消費社会化が人々

の社会運動に対する意識を減退させたみたいな議論は非常によく見られるものです。 

 

２．先行研究―社会学における1970-80年代認識の「特殊性」 

① 人々の個人主義化・私生活中心主義が人々の公共性を衰退させた説 

ここからレジュメに入っていくのですが、つまり豊かな社会になったから、これ以上、

社会運動をする必要がなくなったのだよ、みたいな言い方は、それこそフランシス・フ

クヤマじゃないですけれども、よくある議論として日本でも言われていたりします。 

実際、ラジカルな社会運動っていうのは、80年代以降、見られなくなっていて、例え

ばデモ発生率も一般的には下がっていますし、社会運動への危機感も高まった、これは

山本英弘さんのような政治学者がおっしゃられるところです。ただそればっかりじゃな

くて、制度的な社会運動、むしろ組合の組織率も80年代にピークくらいになるように上

がってきたと思いますので、より運動が制度的になったというか、交渉型になってきた

という言い方のほうがいいのかなと思います。実際に非制度的政治参加、いわゆる投票

以外の政治参加の中でも「運動」より「依頼・請願」への意識が高まったというような

言われ方を政治学者などはしております。 
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もう一つは、より文化的な要因に原因を求める議論ですけれども、対抗文化が衰退、

商業化したみたいな言われ方ですね。つまり、もうちょっと60年代はカウンターカルチ

ャーみたいなものがしっかりあって、それを特に若者が支えるような文化的基盤がしっ

かりあったのだと。ただ消費社会が高まっていくと、そういった対抗文化もどんどん商

業化されていったので、それによって対抗性がなくなっていった、みたいな言われ方で

すよね。生活がどんどん消費社会化されていくというか、それまでいわゆる消費財とい

うものには使えればいい、あればいいというものだったのが、例えば単なるトイレット

ペーパー一つでも香り付きであるとか、２枚に重なっているとか、いろいろ選ぶ選択肢

ができてきたという形で、生活そのものをより消費として選択肢の中で選んでいくとい

う意識の強まりがあった。それが消費社会化なわけですけれども、そうなると、どんど

んそちら側に意識が引っ張られるというか、結果として資本主義に対抗する気がなくな

っちゃいますよね、みたいなのは割と社会学者の人たちが言っています。消費社会化が

対抗社会を失わせたという主張になるかと思います。 

そういうことを考えると、学生運動以降、社会運動があまり見られなくなっただろう

みたいなものは、割と社会学者とか一部の経済史の研究者の中で、経済史というか消費

史みたいなものに近いと思うのですが、消費社会みたいなものが一つ重要視されてくる。

消費社会化によっていわゆる対抗文化を担っていたような人、社会運動を担っていた人

っていうのが消費社会化されちゃったので、それによって政治とか対抗への関心がなく

なっていった、みたいな言われ方をするわけですけども、私はそれについてはすごくシ

ンプルだなというか、例えば消費を通じた社会運動は、2020年の私たちだからいえるこ

となのかもしれないですが、結構あるだろうし、それこそアラン・トゥレーヌとかは新

しい社会運動っていう形で、そういった運動をもう70年代に定式化・概念化している。 

さらに学術的な学説として、社会運動衰退した説っていうのは結構いろいろと出てい

るので、それについて本格的に先行研究の章で検討していきたいと思います。まず一つ

目として、人々の個人主義化・私生活中心主義化が人々の公共性を衰退させた説という

ものなのですが、これは80年代の論壇などでもよく議論されてきたことだと思うのです。

日本人のこの時期の使いやすいサーベイとしては、ＮＨＫが５年おきで取っていた日本

人の意識調査というものですよね。あとは統計数理研究所が国民性調査を公開していま

すけれども、それなんかを見てみますと、価値観がこの時期、大きく変わっている。戦

後を抜けてというか、戦後が終わってはいないのだけど、ある種、価値観の次元ではペ

ージが変わったというか。どう変わったかっていうと、いわゆる手段的価値から即時的

価値へ、みたいな言われ方をしています。手段的価値というのは何かっていうと、勤労・

節約・効率性・計画性みたいな、長期に計画を立てて、そこにコツコツ頑張ることがい
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いのだよっていう価値観から、より即時的、現在中心で情緒的。あるいは余暇志向であ

ったり、私生活優先であったりっていうところですね。若い世代になればなるほど情緒

志向、今楽しければいいみたいな志向になってきたっていうところです。 

誤字があって申し訳ないのですが、社会奉仕的人間というタイプの、ＮＨＫの日本人

の意識って確か四つくらいの人間分類をしているのですが、社会奉仕的人間というのが

減少したのに対して、私生活人間、社会のためを考えるっていうよりは、私生活を考え

るっていう人間が増えていったみたいな言われ方をしています。これは国民性調査も同

様です。みんなで世の中をよくするっていうより、自分がより世の中で名を上げるみた

いな意識が高まっていったという時代とされていて、国の繁栄や公共の奉仕より個人の

自由を重視する時代へというのは、これは割と日本史研究・政治意識研究でも一貫して

みられている時代の意識なのかなというふうに思われます。 

では社会運動というか、いわゆる社会改革に関する意識は全くなくなったのかってい

うと、そんなことはなくて、ただそれが生活保守型になってきたっていうのが、一つこ

の時期の行政学者とか政治学者の指摘として大きいものです。住民運動から生じた革新

自治体っていうのもいろいろと見られて、福祉政策も浮上してきたのですが、70年代後

半になって下火になっていった。いわゆる保守回帰みたいな言われ方をよくするように

なって、経済成長と生活保守を政府に期待するようになると、運動もそこに同調するよ

うなものが強調されていったっていうような言われ方をしていることもあるようです。

これが一つ目で、価値観が個人主義化したから公共に訴えかけるような運動がなくなっ

てきたよっていうのが①になると思うのです。 

 

② 豊かな社会が人々の対向性を衰退させた説 

②は前置きでも申し上げたような、社会学者らが議論しているものですけれども、格

差が解消されて誰でも耐久消費財を得られるようになったし、誰でも消費社会の発展を

享受できるようになったと。そうなると物を持っているということが人並み意識につな

がるっていうのが、高度経済成長期を経たオイルショック以後、オイルショック前後の

低成長期にできた日本人の意識だということは割と文化史の人たちが指摘している部

分です。そういう時代に生まれ育った子ども・若者に関しても、持ち物を持って人並み

意識を形成するようになると。そうなれば当然、人々の意識も経済発展、豊かな社会と

いうものを支持するようになりますから、当然ながらいわゆる当時の反資本主義みたい

なものをイデオロギーとする社会運動は衰退していきますねというような議論になる

という感じです。 
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③ 社会運動・労働組合運動への失望感が社会運動への参加を減少させた説 

３番目なのですけれども、こちらはぜひこの研究会で検討させていただきたいなとい

うところでもあるのですけれども、①②はどちらかというと学生運動とか、あるいはも

っと大きい反資本主義というか、共産主義・社会主義タイプの運動の衰退を嘆くような

議論だったわけですが、労働組合運動への意識みたいなものも割と労働運動研究である

とか、政治学者も指摘しているのですが、学生運動の影響力っていうのは大したことな

くて、労働組合運動に対する意識が日本人の社会運動に対する意識を規定しているのじ

ゃないかっていう主張です。これは大嶽秀夫先生などが割と指摘しているところですけ

れども、スト権をめぐる75年の大規模なストが失敗しちゃったっていうのが、運動に簡

単に失敗とか言いたくないですけれども、難しい意識を生んでしまったのではないかっ

ていう議論ですね。 

これはこれで反論したい部分としては、労働争議件数は70年代・80年代ではむしろ上

がっていて、いわゆる運動華やかなりし時代として指摘されていた60年代よりは労働争

議件数は多いわけですよね。労働者の組織は、これ私が言うより本日いらっしゃる先生

方のほうがお詳しいと思うのですが、最も組織化されているのは80年代なので、そうい

った意味でこの③の仮説は、もしかしたらデータの時点で棄却しちゃってもいいのかも

しれないなと思っています。ただ労組の対抗性は薄くなったよというのを、特に渡辺治

先生とかは割と一貫して主張されてらっしゃる。労使協調型みたいなところが、対抗性、

つまり社会から運動の対抗性、人々の対抗性を奪ったのではないか、みたいな言い方を

している論者もいる。 

もう一つが失望感っていうつながりで言うと、学生運動への失望感みたいなところを

指摘している研究者もいて、これは伊藤公雄先生、海外の日本学者とかも、結構、この

指摘をしています。学生運動、特に新左翼運動の過激化っていうのはメディアを通して

もそうだけども、非常に日本人に対して大きい影響を与えたのだ、という議論が「社会

運動がっかり仮説」というか、社会運動への失望感仮説として挙げている人もいます。

そういった意識がメディアとかで引き継がれているから、いわゆる正しさを押し付ける

ようなタイプの社会運動に対する忌避感とつながっているんだというのが、他の社会学

者の方、北田暁大先生であるとか、山本昭宏先生の主張に近いのかなというふうに思い

ます。 

④知識人、エリート層が変容し、対抗性を失った説は、書いてはみたのですが、あん

まり重要ではないので、こういう議論がお好きな方がいればと思いますが、今回の研究

会の趣旨とは少し違うと思いますので省略させていただきたいと思います。次の⑤1968

－1973年の「激突の時代」「政治の季節」を特別視し、のちの「シラケ」を強調する視
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点が事後的に生じた説ですが、これはある歴史学の研究会で検討してみたらどうかと言

われて、それは興味深いなと思ったんですが、そもそも私たちは68年から73年のいわゆ

る学生運動・全共闘運動であるとか、新左翼運動っていうのを歴史が積み重なる中で、

むしろ特別視してしまったのではないかという議論です。 

つまり歴史におけるある一部分をあまりに強調してしまったから、その後の落差とし

て社会運動しらけ国家日本みたいな言説っていうのが出てきたのではないかというの

が仮説⑤ですが、ただこれも変わった仮説ですので、あくまで紹介という形にさせてい

ただきたいと思います。 

 

３．分析枠組と分析対象 

3-1 世代間差異への着目 

 この１・２・３・４・５を今まで社会運動の文化研究やってきたわけですけれども、

どのように検証するかといったときに、社会運動の社会意識みたいなものの移り変わり

を雑誌というか、当時のメディアから検証できないかを中心に考えました。先ほどの議

論で検討されている変数を集約すると、要は1970年代の日本人において公共性・対抗性

が薄れて個人主義になって、消費社会の担い手化して、私生活中心主義になったから社

会運動やる気が薄れたのだよ、みたいな社会意識原因説になるわけですけれども。その

社会意識ってどこに谷間があるのかっていうと、これは社会学者の太郎丸博先生である

とか、あるいは日本人の調査を分析したような見田宗介先生のグループが結構やられて

いるのです。この点における社会意識の差異は、いわゆる団塊世代以前の人たちと戦後

世代・戦中世代、団塊世代と一部かぶるのですが、以前の人たちと1954年以降の新人類

世代の以後で最も大きい谷間を描いていると。本当に平べったく言っちゃえば、団塊世

代以前の人たちはまだ対抗性が高くて集団主義的で消費社会に対してもまだまだ危機

感を持っていた人たちなのだけれども、新人類世代からは公共性・対抗性というよりは、

どっちかっていうと個人の利益であったりとか、あるいは消費社会に対して親和的な性

質であるとか、私生活中心の社会志向を持っているというふうなデータが出ていたと。 

 これはＮＨＫや放送文化研究所の2004年の社会学者が集まって書いた本がすごく面

白いのですけれども、そういった意味でこの二者の世代間格差みたいなものについてメ

ディアを通じて検討できないかを考えました。さらに言えば、この下世代が、新人類世

代以降の人たちが社会運動・労働組合運動をどう見ているのかを当時のメディアを使っ

て、70年代・80年代のメディアを使って論じられれば面白いなというふうに、私のやっ

てきたメディアの研究と少しこじつけ的なところもありますけれども、そうやってデー

タを分析してきました。 
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 今回検討するデータは1975年・1985年、いわゆる社会運動が衰退したとされる低成長

期、労働組合運動はまだまだというか、ここからが元気ですけれども、低成長期に社会

運動・労働組合運動が、その当時の若者、新人類世代によってどう見られたかというの

を当時刊行された若者雑誌を検討することで明らかにしていきます。でも若者雑誌、当

時、本当にいろいろで、例えばイラストを投稿するものとか見ても仕方ないですから、

当時の若者たちの生活に即したような投稿を書く読者投稿雑誌を対象とします。ただ生

活に即した投稿っていっても、内容や形容はさまざまで、当時の若者投稿雑誌って、そ

れこそ『オールナイトニッポン』ですとか『パックインミュージック』のような深夜ラ

ジオ的な性格を持っているものも結構ある。つまり彼らが日常で出会ったものをどう投

稿するか。それこそ真面目にボランティア・社会運動をやってみたいという投稿もあれ

ば、社会運動・労働組合運動をちゃかしたような投稿もあれば、あるいはもう少し批評

的に見るような投稿もあるわけで、彼らが日常で出会った社会運動・労働組合運動を、

どう書かれたかを検討するっていう形にすれば、恐らく下世代、まだ労働する年齢にき

ていないような新人類世代たちが大きく意識が異なるとされる上の団塊世代のやって

いる運動をどう見たかについて論じられるのではないかなと考えて検討していったと

ころです。 

 

3-2 対象としての雑誌『ビックリハウス』 

 今回、採用したのが『ビックリハウス』っていう雑誌で、私もこの研究を５年ぐらい

やっているのですけれども、75年から85年に刊行された月刊誌といわれています。読者

は当時の雑誌を論じる上でかつ重要な点で、読者が若者の男女半々であるっていうとこ

ろが興味深いなというふうに思いました。いわゆる『an-an』とか『non-no』みたいな

女性向け雑誌でもなく、かつ『ＰＯＰＥＹＥ』のような男性向け雑誌でもなく、かつ投

稿を通じた生活実感みたいなものが見られるというところが重要なのかなと考えてお

りまして、75年から85年まで、いわゆる毎年18歳ぐらいが読者の平均年齢になっている

というアンケートデータが出ています。読者投稿が大半を占める点が若者の生活を通し

た運動に対する目線を見る上で重要だと思ったのでこちらにしたというのと、全国各地

に流通されていることですね。 

 興味深い点として、結構、全共闘世代で実際、学生運動に関わったような人たちが編

集者をやっているというところです。主には、特に重要なのが法政大学で中核派に関わ

った糸井重里さんとか確か４回逮捕されていたと思うのですが、今でも有名でいらっし

ゃいますけれども。あと有名な方ですと日比野克彦さん、芸大の学長の方で学生運動の

ときはもうちょっとアートを通じたような運動みたいなことをされていたと思います。
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あとは多摩美術大学の萩原朔美さんも、アングラアートを通じて活動されていたような

方かと思います。 

 こういった方たちは60年代に運動をして、70年代前半にやめて、70年代後半にコピー

ライターやアーティスト等になって、この雑誌に関わった後、美術系大学の教員になっ

ていたり、あるいはテレビ番組とかメディアで活躍されるという経緯をたどられたかと

思います。消費社会というのが概念的なものなので、彼らの実務にどれぐらい関わって

いるかは分かりませんが、渋谷パルコ等を中心とした広告文化とも親和性の高い雑誌で

ありました。70年代までの対抗文化とその消費社会化みたいなもの、パルコというのが

非常に懐の広いカウンターカルチャーをも包摂するような現代文化観を持っていたわ

けですけれども、そういう意味でも非常に興味深い文化的背景を持った雑誌かなという

ふうに思われます。 

 ただ雑誌は対抗性が逆にないという点が、また彼らの転向というか、複雑な過去の運

動に対する感覚がある。一筋縄ではいかないような対象で、だから研究に取り組んでい

るところがあるかと思います。編集者自体は、どちらかといえば団塊世代の人たちが多

く運動経験を持っているのに対して、読者が新人類世代、今回も多くは読者のデータを

分析しているわけですけれども、また意識の差異みたいなところがあって興味深い。 

 先ほども申し上げましたとおり、素直にこの日こういうことがありました、みたいな

朝日新聞とかの投書欄をイメージされるよりは、もう少し若者同士で日々の実感を笑い

合う・話し合う、あるいは日々起こったことをいじり合うような、どちらかというと「面

白空間」みたいなところに近いようなところがあります。そういった雑誌の癖も踏まえ

た上で、ここに出てくる社会運動なり労働組合運動の話というのを見ていただければい

いのかなというふうに思われます。どちらかというと部数が多いからこれを研究しまし

たっていうよりは、いろいろな側面からこの媒体が興味深く、かつ社会運動とか政治に

対する当時の複雑な感覚っていうのをつかむ上で重要なのかなと思ったから採用した

っていうところがあるかなと思います。 

 

４．事例分析：「新人類」から見た社会運動と労働組合運動 

 いわゆる新人類世代に属する若者たちというのは、どういった形で年長者たちの社会運

動を記述して、それを形容したのか。データのバックグラウンドについて書いてない部分

を説明させていただくと、全部雑誌を文字起こししているのです。写真とかの部分はさす

がに文字起こしができないので画像データとして持っています。だからテキストデータと

しての分析が可能なのですが、どういう形で社会運動とか労働運動を補捉するかっていう

のが結構難しい。例えば過去の論文とかでは、ウーマンリブとかについて検索したりもし
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ていますし、あるいは政党名とかでも検索して社会運動とかそれに関連する主題を分析し

ていたりするのですけれども、今回もうちょっとシンプルに、まだ企業等で労働していな

いような若者たちがどういう場面で社会運動・労働組合運動を見るかっていうとき、街頭

でのデモンストレーションが多いのかなと思ってデモにしたり、あるいは労働組合運動と

してストあるいは予備的に組合みたいなものを検索しているのですが、もし検索ワードに

ついてこういうのも当時だったら引っ掛かるんじゃない、みたいなものを教えていただけ

ればありがたいかなと思います。 

 75年から83年までのデータを検討したところ、ストとかデモはそんなにもちろん多くな

いんです。ただ、これはデモとかストが彼らにとって身近じゃないから多くないというよ

りは、結構、多様なことを書いている雑多な内容の雑誌というのもありますし、例えばテ

レビの南沙織ちゃんがかわいいみたいな話であるとか、あるいはもうちょっとガチで当時

の内閣総理大臣、誰になるのだろうみたいな話もあったりするので、語のばらつき、話題

のばらつきがかなり大きい。そういう意味で抽出語として、超過小ではない、話題として

そこそこに出ている方だということも踏まえていければなと思います。したがって、数の

部分に関しては、今回はあまり気にしないでいただいて大丈夫です。 

 これは85年までの雑誌なのですけど、83年までのフル文字起こしが終わっておりますの

で、75年の創刊号から83年の12月号までの雑誌を全テキスト化し、ワードで検索しました。

ただストというときに、テストとかストレートパーマみたいなものも入っちゃいますので、

そういったものは文脈から関連しないと判断して、このくらいの数ですから手作業で除け

ます。 

 若者たちはこういう雑誌で社会運動をいつ見て、どういう形で言及しているのかという

と、まず一つ見られたのは、実際に日常の生活の中で見たストなどの活動について記述す

るタイプの行動です。これは75年にものすごく多くて、交通機関のストがあったっていう

ことで学校が何日間も休みになったとか、あるイベントが休止になったとか、そういった

日常の風景の中でストが出てくる。今、深夜ラジオ番組とかでストでこうなったみたいな

投稿があるとはとても思えないので、そういう意味では労働していない若者の日常に対し

ても影響を与えるし、消費者としての若者の日常風景にもインパクトがあったのかなと思

います。これはいつでも若い人の感性を考えれば当たり前のことですけど、応援している

とか理念に賛同しているというよりは、さらっと自分の日常にこういう影響があったよっ

ていう記述ですよね。ただもう一つ自分と関係のある労働者との関係があると、少しそこ

に対する評価も異なってくるっていうのが興味深いところでした。 

 例えば読者層が中学生から大学生なので、学校みたいな場、大学みたいな場でストライ

キを見るっていうことは彼らの言及には数多く見られた。その風景については単純に鉄道
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が止まったっていうよりは、もうちょっと彼らについて何かを残す。例えば「先生が用事

があるからと言って授業の途中で帰ったが実はストをやっていた」というネタ。これ、「ビ

ックラゲーション」という、自分たちが日常の中でびっくりしたことを書くコーナーなの

ですけれども、それってすごく彼らにとって驚くべきことであるわけですよね。もう一つ

も糸井重里さんの『ヘンタイよいこ新聞』っていうコーナーなのですけれども、組合派の

先生たちが輪になってお話をし、「えいえいおー」と言っている姿に意外性があるみたいな、

そういった投稿もあったりしました。 

 労働者としての教員がストをやったり、あるいは組合活動をしたりする一面っていうの

が、びっくりしたり、意外っていうのは割とよく投稿されていたり、記述されていたりす

る。そういった投稿は割とこの雑誌にとっては、あるいは当時の深夜ラジオにとってはパ

ターン化されていて、そういう教員としての典型的な姿を破るような語りとか、行動の一

つとしてストが使われているのはすごく興味深かった。皆さんにとってそうじゃないとは

思うのですが、私は結構面白いなと思いました。 

 例えば父親の組合活動とかも出てくると思ったのですが、これ結論の部分で少し話しま

すが、結論としていえば全然出てこないのですよね。彼らが日頃接する労働者って教員と

いうか、自分の消費・生活の場に出てくる労働者。この雑誌は編集者が団塊世代以上の人

たち、編集者・寄稿者、いわゆる読者投稿ではなくて、より上の世代で雑誌に、プロの書

き手が寄稿する場合があるわけですけども、こういった編集者・寄稿者が過去の日常の風

景としてストライキに言及しているっていうことがあります。要は回顧録とか実体験の中

でストライキ・スト・労働組合が出現するっていうことですよね。そういった場合の議論

は、社会運動なども同じような語られ方をしているのですけれども興味深い。例えば声優

の方のインタビューなんかで、役者単独のストをテレビの黎明期はやったりしたっていう

話が出てきたり、あるいは東大医学部出身の先生の連載があったりするのですが、東大の

医学部でストなんかをやって、みんなが地方の大学に散り散りになったよ、みたいな昔話

もある。 

 また、タレントさんが、こういったストライキがうちの事務所であったみたいなことを

言っているのですが、このような過去語りとして読者である若い人たちがストとかデモと

かを享受していくっていうのは、この雑誌あるいは同時期の芸能誌とかでもよく見られる

ところで、私としては大変、興味深かったです。武田鉄矢さんも昔よくデモの光景を見ま

したね、みたいな感じで記述している。もちろんこの雑誌が発行されているときも当然ス

トライキとかデモとかあるのですけれども、なぜか過去として語られる学生運動・労働運

動みたいなものの語られ方っていうのは、本誌の分析でよく見られたように思います。た

だどちらかというと、過去語りとしての側面は、労働運動より社会運動の方がより強かっ
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たという感じがします。恐らくストライキが75年から85年においてもそれなりに日常的な

行為で、あえて過去語りの対象にするほど特別なことではなかったのかなというところは

あり得ると思われます。 

 三つ目、ストライキあるいは学生運動を、ある種、言葉遊びの対象として使う、材料と

して使うようなことは、いろいろありました。大した話じゃないし、何でも言葉遊びの材

料としては使われるわけですけれども、彼らが大人の世界のストライキを言葉遊びの対象

としているということ、子どもですらストライキが何かということを知っているというの

は、ストライキを子ども時代知らなかった私としてはすごく新鮮だなという感じはしてい

ます。言葉当てはめみたいな、たわいもないゴロ遊びが多いのですけれども、彼らの生活

世界における労働運動観が出ている。 

 読者の中心層である当時10代、20代初めの若者にとっては、他産業より鉄道のストライ

キの影響がものすごく大きいし、公共性であり彼らの生活に対する影響が強いところがあ

るのかなというふうに思います。実際、他産業でもかなりストライキというのがおこなわ

れている。ただ当時ストライキといえば彼ら若者たちにとってではなく、社会全体にとっ

ても鉄道会社のストライキの盛り上りが大きかったのか、一般市民レベルでストライキと

いったときに、どの産業を当時イメージされることが多かったのかということは、ぜひ連

合・連合総研の皆さんにお伺いしたいなっていうところもあって、こういったセンテンス

を挟ませていただきました。 

 もう１点、題材としてストライキとか労働組合とか社会運動とか組合運動っていうのが

使われているのがすごく興味深かった部分はあります。ある種、現実的には特に社会運動

というのは、この時期かなり下火になっている。デモの発生率が75年から85年の間にガタ

落ちしているのですが、それにもかかわらず結構創作のモチーフとして使われているのは

興味深かった。何か劇的なイベントであったり、対立構造が明示的で経営者対労働者とい

うか、権力対市民みたいな対立構造が明示的で、若い人としてもお話が作りやすいところ

があったのかどうかは分かりませんが、例えばショートショート賞の題材というか、ある

種のモチーフとして労働組合運動とか、ストみたいなもの、あるいは学生運動みたいなも

のが使われていたりします。 

 こういった内容なので、この未来塾でコメントしづらい方のほうが多いかと思うのです

が、考察をさせていただくと、75年・85年の学生・生徒にとって、ストライキ・労働組合

あるいは社会運動の存在っていうのは、日常的には特に公共空間において目にする行動と

してあったのだろうな、あるいは、より年長者である編集者とか寄稿者がかつて従事した

行動として、創作の中の出来事として認識されていたのだろうなというのがあるのかなと

いうふうに思います。特に日常的に目にする労働組合運動は、鉄道のストライキあるいは
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教員の組合活動になるのが特に興味深い点でした。 

 先ほど言及したように、例えば時代的には75年で専業主婦率ピークになりますから、母

親が働いていているというより、父親が正社員として働いているという男性稼ぎ手モデル

のほうが全然強い時代なわけですけど、ただ父親をはじめとする家族の組合活動とか、ス

トライキの話っていうのは投稿されてもよさそうだとは思ったのですが、ただその存在が

ない。さらに言えば労働者としての父親像みたいなものが多くなくて、せいぜいお父さん

が家でオナラしたみたいな話くらいしかないのですよ。それはすごく興味深かったです。

つまり労働者としての父親像が見えないというのは、家族社会学者が議論していまして、

家族がこの時代ものすごく消費社会化によって、あるいは企業社会化によって家庭が個人

化されていくということを議論しているのです。これは岩田正美さんとか木本喜美子先生

とかですけれども、高度経済成長期から安定成長期にかけて、サラリーマンがかなり長時

間労働化したと。父親が家庭内においていない存在なのが当たり前になったと。かつこの

時代に受験競争というか、かなり教育熱が上がってきて、子どもの塾通いもかなり見られ

るようになる。そう考えたときに家族が個人化して、かつ耐久消費財が普及して家族ばら

ばらの食事、家族ばらばらの時間っていうのが実現するようになる。そう考えると家族が

個人化する中で、ある種、労働者としての最も身近である父親像っていうのが不可視化さ

れていったことと関連があるのかなというふうに思われます。 

 例えば今のＺ世代みたいな割と意識の高いような人たちは別として、例えばうちの学生

とかにデモを見たことがあるか、ストを見たことがあるかって言ったら、あんまり見てな

いと思うのですよ。せいぜい京都の中心部でちょっと見たことがあるくらいですが、主張

は恐らく詳しくは分からないと思うのです。ただ頻繁に目にする機会があれば、その行動

内容についてある程度、趣旨の理解はするわけですから、例えばストライキを用いた言葉

遊びとか創作なんていうのは、そもそもストライキの意味を知らなければできないわけで、

そういった意味での社会運動への理解というのは、まだまだ恐らくあった時代だったのだ

ろうなっていう感覚を持っています。この点を今の社会の研究者としては非常に新鮮に感

じました。 

 もう一つ私の過去の研究は、女性運動に対するからかいというか、75年・85年の女性運

動へのバッシングを『ビックリハウス』という同じ雑誌を通じて見たものと社会運動に対

する意識を見たものなのですが、いわゆる労働運動・労働組合運動に対する冷笑的な意見

とか、攻撃的な意見っていうのは極めて少ないというか、ほぼない。この差異はかなり社

会運動研究的には重要なのかなと思います。つまり、この『ビックリハウス』にせよ、あ

るいは先行研究が検討した他の若者雑誌・女性雑誌・男性向け雑誌・新聞にせよ、ウーマ

ンリブとかはめちゃめちゃ叩く。学生運動にしても失敗した、終わった、過激だった、み
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たいなことをテレビにせよ、メディアにせよ言う。環境運動に対しては、意識高いねって

いうか、生協運動に関しても恵まれた主婦がやっているみたいな言い方をするわけですけ

ど、労働運動に対しては、そういう冷笑的な声とか攻撃的な声とかって一貫してないって

いうのは、すごく興味深い点だと思います。 

 

５．考察と結論 

 つまり75年から85年の若者について先行研究まで検討すると、広義の日本人において、

労働運動とその他の社会運動に対する理解や寛容性にかなり温度差があった点は注意して

見なくてはいけない。つまり単純に公共性とか対抗性が衰退したら、運動全般への無理解

が進むはずなのです。でも実際はそうじゃなくて、ウーマンリブとか学生運動に対しては

無理解が進むわけですけども、労働運動に対しては大して進んでないっていうのは、最初

挙げたような先行研究の仮説を裏切る結果が今、出ている。 

 それに関しては、当然ながら労働運動が他の人権系の運動・環境系の運動より生活に直

結していますので、多くの人たちの支持を得やすいっていうこともあります。当時起こっ

た社会意識の変遷、つまり個人主義化とか、消費社会の担い手化とか、私生活中心主義化、

私生活化と労働組合運動の掲げてきた課題は、他の社会運動よりは親和性が非常に高い。

そういう社会意識の変動にも耐え得るというのか、寄り添えるようなイシューづくりを意

識的にしていたのかは分かりませんが、このような点は社会運動の研究者として、労働運

動と他の社会運動の分かれ道としての70年代・80年代だったのかと考えています。 

ぜひいろんな観点からご示唆をいただければと思っております。 

これで終わりにしたいと思います。ありがとうございました。当時の時代認識として、

私の認識のずれなんかも指摘していただきたいので、ぜひよろしくお願いします。 
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【塾生Ｇ】――――――――――――――― 

気になっているところが３点ありますが、この後の社会学研究者の塾生からのコメント

もあると思いますので、差し当たり１点だけ質問させていただきたいです。一番、最後の

ページで指摘されている最後の４行の部分が少し理解できないところがありまして、先生

の仮説としては最後の４行で示されているように、個人主義化っていう当時主流とされた

価値観、労働組合運動が掲げている課題も、その間に大きな齟齬はなかったということが

仮説として示されているという気がします。この点、本当に齟齬がなかったと言えるのか

と引っ掛かっています。恐らく個人主義っていうのを突き詰めていって、その突き詰めた

個人主義から考えると労働組合はどうしても集団とか数の論理で要求を貫徹しようとする。

自分たちの要求を貫徹するために、時には組織の共生みたいな形で、集団の利益を実現す

るためには、労働組合に入りなさいというような圧力をかけてくるようなことだってある

かもしれない。そう考えると、個人主義と労働組合が前提としている集団性というものは、

ある意味、対極的な位置付けとして捉えざるを得ないところがある、という気がするので

すけど、そこの部分の齟齬がなかったということを、どのように立証できるのかというの

が気になります。 

 

【富永准教授】――――――――――――――― 

この部分は、社会学者的バイアスが入っているかもしれません。この個人主義化・消費

主義化・私生活化はセットで論じている人が多くて、当時の社会学者の主張は、個人の生

活が豊かになりさえすればいいみたいな意味での個人主義化だと思うのです。そう考えた

とき、労働組合って基本的には生活を豊かにしてくれるので、その点では彼らと意識は一

致している。たとえ集団主義を強制されても、俺の生活が豊かになるならいいじゃないか

という感覚で労働組合の集団主義を受け入れるということは充分あり得る。ただこの「豊

かになりさえすればいいじゃないか」派の人たちというのは、社会運動に対しては冷やや

かというか、社会運動が女性運動や環境運動の目的に進んでも、彼らの生活は豊かになら

ないので、社会運動や労働組合運動には、彼らのメリットを織り込みやすいという感覚が

あるのかなというところです。 

 

【塾生Ｇ】――――――――――――――― 

ありがとうございます。私の「個人主義」という言葉の捉え方が少し違っていたかもし

れません。 

質 疑 

－52－

連合総研ブックレットNo.21（2024年９月） 

 

 



【富永准教授】――――――――――――――― 

 この部分はパッケージ化して論じられることが多く、私もパッケージ化して考えてしま

っていたのかもしれません。ご指摘ありがとうございます。 

 

【塾生Ｆ】――――――――――――――― 

大学で憲法を研究しているのですが、趣味的に同人誌なんかをやっていて、去年それこ

そ大江健三郎の『河馬に噛まれる』だとか、連合赤軍の話とかに関心を持って読んでいた

りして、この70年代の話を興味深く聞かせていただきました。ポストモダンに関心を持っ

ている学生は、だんだん少なくなってきていると思うのですけれど、自分は関心を持って

いて、ニューアカの話とか、山口昌男とかにも関心を持っていたのですが、この当時の『ビ

ックリハウス』という雑誌はあまり知りませんでした。読者の交流のある雑誌みたいなも

のが、今と違ってそんなにないのかなと思っていました。メディアの性質と日常と政治と

の関わりがあるみたいなことが関連するのかというのが気になったところで、今だとこう

いうストとかが雑誌の中に出てくることは、ポップな感じの雑誌ではほとんどないのかな

と思うのですけど、現在と70年代のメディアと比較し、取り上げられる話題の変化は、連

動していると考えられるのでしょうか。 

 

【富永准教授】――――――――――――――― 

そうですね、実はこの『ビックリハウス』に研究対象を定める前、ずっとＴＢＳラジオ

番組の『パックインミュージック』っていう深夜ラジオ番組（『オールナイトニッポン』み

たいなものだと思っていただいていいと思うのですが）を聞いていて、学生運動ネタであ

るとか、あるいは部落の話であるとか、あと在日外国人に関する運動の話とかが出てきて

いたのです。そういう意味で、私からするとそこがすごく興味深いというか、若者文化が

政治みたいなものに対して議論することを「しらけ」と言われていた当時すら、まだこん

なに残っているのだっていうことが、この研究の端緒としてあったかと思います。それが

なぜ政治について語ることさえ、こんなにびくびくする若者文化が今生まれているのかと

いうことは問題意識としてあると思いますね。 

 

【塾生Ｆ】――――――――――――――― 

「しらけ」とくくるというよりも、最近の芸人さんとかのラジオ聴いていると、ちょっ

と前の野党を風刺したようなノリとか、たまに政治が話題になるっていうか、それをいじ

るような場面では出てくるのかなと思うのですけど、そもそも生活の中でそういうストと

かを見ることがなかったから、生活の中で目にした政治の情報っていうものがそれしかな
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いから、結局そういうふうに表象しているにすぎないのかなというような印象をもってい

ます。 

 

【富永准教授】――――――――――――――― 

そうですね。これ山本英弘さんと西城戸誠さんという方が、法政大学人間環境論集に載

せている論文の中で、70年代から90年代くらいまでの東京でのデモ発生率なんかを見てい

るけれど、がた落ちするのですよね。私もそれを追いかけてラジカルなデモの発生率とデ

モ中の逮捕者の発生率を見たのですけど、すごく減っています。それを考えると、社会運

動が署名活動とかシンポジウムの方向に行ったという可能性はあるのですが、いずれにせ

よ街頭で行われる運動から不可視化され、見えなくなってしまいます。 

 

【塾生Ｓ】――――――――――――――― 

もともと社会学をやっておりまして、富永さんの研究室の後輩に当たります。特に今回

の分析の中で出てくるところもそうだと思いますし、やはりデモやストの経験が語られる

ことをどう捉えたらいいのかということが非常に重要なポイントだなと思っています。特

に自分の身近な体験の中で行われている現象に対する言及はあるが、もっと身近な事例に

なってくると、自分の身近な存在である誰かがそれについて語ったことというのが出てく

るわけで、後者のケースが結構重要かなと思っているんです。つまり後者のケースにおい

て、なぜそういう身近な人たちの中でデモやストが語られたのかっていうのが非常に重要

なポイントだと思いまして、少なくともデモやストの経験を何らかの形で語っているわけ

で、少なくともこの流れの中で見る限り、それは自分にとっての恥ずかしくて秘密にした

いような話というような表現というよりは、むしろ自分はこういうスペシャルな経験がで

きたのだという、ある種プレミアムの経験としての語りというのがかなり見られるのかと

思います。どちらなのかによって案配が変わるなというふうに思っています。デモに参加

した経験、当事者であったことがプレミアムなことだっていうふうに語られるというのは、

まさにオンゴーイングでその現場に接している場合は、少なくともその当時の時代背景の

中では、そういうような語りができる、そういった正当性はないわけです。つまり、そう

いったものの件数が多くてもそれが大きな結果に結び付いてないし、それ自体が縮小して

いるという時代背景が仮にあるとすれば、それについて正当性をもって語ることはやはり

難しくなる。でもそれを語れる人はどういう人なのかというと、そういったものから自分

は離脱したのだという、相対化した経験として語られるわけです。そういうものを勲章と

して掲げている人を見ることを、さらに相対化するような、相対化の相対化みたいな現象

が起こっていて、それが冷笑的なまなざしにつながっているのかなというふうに感じました。 
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 つまり冷笑化のポイントというのは、現象的なデモとかストの経験というよりは、むし

ろそれを勲章のように語るかつてのデモ参加者たちのその認識というものが、結構大きか

ったのではないか。それ故にそれを相対化するような、パロディー化するような流れとい

うものが正当性を持つような話になるのかなというふうに思いました。そこまで含めて考

えると、これらの話についてもう一段、時代背景を踏まえた分析になるのかなというふう

に感じておりました。 

 

【富永准教授】――――――――――――――― 

ありがとうございます。私の書いた2020年の論文では、「俺たち学生運動やって恥ずか

しかったよね」みたいな語りが多く見られたことを分析しています。それは、急いで経験

を相対化している人たちというか、何がなんでも過去化したいというか、今でいう黒歴史

みたいなところとして見ている。まさに相対化をどう捉えるかという視点の話かと思いま

す。武勇伝的に語られた語りとしては、この雑誌でいうと戦争経験が割とそうなのです。

戦争経験に対する語りって、これは多分、他の戦争社会学とかの研究でもそうですけど、

70年代にはあまり見られない。リアル過ぎるし、生々し過ぎて、なかなか語れないと。こ

の雑誌なんかでもそうで、80年代になって結構増えてくる。しかもおじいちゃんとかの、

ちょっと戦争中ふざけた話みたいなのを聞いた孫の投稿とかが出てくるのですね。そうい

う意味で相対化するまでの時間、つまり２、３年前にあった学生運動は簡単に相対化する

のに、20年、30年前の戦争の経験は、そんな簡単に相対化できない、逆に言うと、戦争の

経験が20年、30年で相対化できないというのは、そうだと思うのです。かなり暴力的とい

うか、それこそ墓場まで持っていく話は、山ほどあったでしょうから。 

 それに対して、なぜ学生運動がそんなに相対化が簡単にできるかというと、多分、失敗

という社会的評価を彼らが鵜呑みにしてしまったからです。この雑誌に関わった人たちが、

そんなに簡単に相対化できたのかというのは、確かに議論する一つのポイントかと思いま

す。もう一つデモとストライキについてですが、デモのほうがどんどん過去化して語られ

るわけですよね。「はい終わった、はい黒歴史、はい終了」みたいな。それに対してストラ

イキっていうのは、例えば俳優の方のストライキの話なんかが出てくるのですけども、地

に足がついているというか、使用者との関係でこういうふうにして戦ったんだよ、みたい

な話で、学生運動の劇的さとはちょっと違う。もうちょっと実績というか、業界をよくし

ようと思ってやったのだ、うまく言えないのですけれども、確かにその過去化・相対化とい

う視点は重要かなと思います。 

 

 

－55－

連合総研ブックレットNo.21（2024年９月） 

  



【塾生Ｓ】――――――――――――――― 

今の話に付け加えになるのですけど、どの母体がそれを組織化しているのか。それの母

体の存続する期間であったり、プレゼンスみたいなものも相当、影響してそうだなという

ふうに考えます。例えばデモをやるときとストをやるってときの違いとして、ストの場合

は労働組合とか、仮に何らかの失敗と結果をもたらしたとしても、だからといって組合が

なくなるっていうことはないです。要するに、それを支えていた組織、例えば学生運動み

たいなものが盛り上がっても、68年以降、急速に解体していく中で、それを守秘化するよ

うな組織が残っていなければ、それの語りっていうのは外に流れていくっていうふうに考

えると、そういう視点で分析しても、ある程度、整合性あることは言えるかなと思います。 

 

【富永准教授】――――――――――――――― 

面白いですね。それで連想したのが、安保法制抗議行動に関わった、いわゆるＳＥＡＬ

Ｄｓというネットワークの若い人たちと話した時に、2015年に絶対に止めるって言って止

められなかったことがすごくショックだったと。ただそれって「運動あるある」でもある。

運動って多くは失敗するので彼らは今も多分どこかでその失敗を引きずっているというか、

自分たちの運動って失敗で、それは重いことなのだと感じているかもしれません。しかし、

組織が持続していたり、長く続いてる組織が母体だったら、ちょっと違う過去の認識の転

換の仕方ってあり得たでしょう、という気はする。そういう意味でワールド・ピース・ナ

ウとか大きいＮＧＯとかだったら、長く続いている一つの試みで、あれはあれで絶対に止

められなかったけれども、次に止める機会の何か礎になったかもしれないね、という意味

での組織の認識はあり得る。それはすごく社会運動論的な話でもあるなと思います。あり

がとうございます。 

 

【事務局】――――――――――――――― 

以前に内閣府で世論調査とかしたのですけれども、社会意識に関する世論調査と国民生

活世論調査で、まさに愚直に聞いていまして、例えば社会意識に関する世論調査だと、昭

和46年からずっと聞いていて、個人の思考はあまり変わらなくて、社会運動参加率は下が

ったという結果があります。コロナの前までは調査員による訪問面接だったのですけど、

コロナになっちゃって調査員が行って、唾飛ばして聞くわけにいかないので一時中断して、

今、郵送による調査に変わっています。その結果はそんなに変わってなかったんです。回

収率も60％ぐらいで低くないと思います。役所なので愚直に聞いています。国民生活に関

する世論調査は、有名なのは、「あなたは中流ですか」という、質問です。昭和39年から聞

いてますので、他にもいろいろな調査があります。 
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【富永准教授】――――――――――――――― 

ありがとうございます。こういったデータのサポートはいくらあってもありがたいので。 

 

【事務局】――――――――――――――― 

私、理科系だったのです。英数工学科とかいうので、データサイエンスとか教えていた

りしたのです。『ビックリハウス』のデータベースすごいですね。これだけデータあるなら

コサイン類似度とかやられたことありますか。実は複数の文書でコサイン類似度っていう、

要するに単語のベクトルを作って、計算して大きさでやると、マイナス１から１になって、

似ているページと全然違うとマイナス１とか、明らかになる部分もあります。ちなみにこ

れＣｈａｔＧＰＴで複数の文章のコサイン類似度を相互に計算するパイソンのコードを書

いてくださいとやってみたものです。アールじゃなくてパイソンで、取りあえず。パイソ

ンはサポートしていましたので、これがそれで生成させたやつで、これがそのコサイン類

似度の鍵なのですけど。 

 

【事務局】――――――――――――――― 

分析対象の世代としての感想をというご指名でしたので。私は1960年生まれでいわゆる

新人類なのですけど、自分たちの世代が分析されるのは、気持ちが悪いものだなと今日は

聞いていました。新人類としての高校大学時代のこの時代の実感についてお話しします。

私の高校は結構過激な高校で、高校の生徒会室なんかゲバ棒とかヘルメットが常備されて

いて、校長の校則に関する締め付けに対して生徒会として意見書とか提出したり、デモや

ったり、校長室を取り囲んだりもしました。会社に入り、労働組合はありましたが、労使

協調のブルジョア的な労働組合には興味がなかったのですが、偶然、労働組合の役員をす

ることになってしまい労働運動から抜けられずに今に至ります。 

ここからが質問ですが、「デモ」「スト」「労働組合」という言葉で分析していますが、

ストライキとデモとは異質、違うものだなっていうイメージが自分の中ではあって、スト

ライキっていうのは組合が、最近ではそごう・西武百貨店労組でやっていますけど、組織

のバックボーンがあってやるんだけど、デモンストレーション、デモは組合だけでやるわ

けではないので、ストとデモは、異質なものであって、同質では語れないのではないと思

いました。デモは個人で参加するかもしれないけど、ストは組合の運動に賛同しなければ

参加しないので、違うものだという感じがして、ストとデモのバックボーンの違いに留意

しつつ分析する必要があるかと思います。 
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【富永准教授】――――――――――――――― 

そのこともおっしゃる通りだと思います。ただ、一般の人が運動を見るときに、最も一

般的な用語で形容するとしたら、多分ストとデモくらいしかあり得ないと思うのです。そ

ういう意味で何か当時の人たちが、運動という対象を見るときに使う言葉って何になりま

すかね。ウーマンリブとかリブで結構出てくるので、そういうイシューというか、政治課

題のほうで検索するっていうやり方はあり得るのかなと思ったりしますけど、言葉って難

しいですよね。 

 

【事務局】――――――――――――――― 

ストライキは1950年から60年代に近江絹糸や三井三池炭鉱など繊維や炭鉱のストが中

心であり、その後1975年くらいはすでに国鉄のストライキも下火という感じがします。ス

トライキというワードは「春闘」などに絡めて今も昔も、運動を見るために必要なワード

と考えられます。 

 

【富永准教授】――――――――――――――― 

「春闘」は、たまにストとかデモとか調べたときに春闘も出る感じもするので、メーデ

ーとかもあり得るでしょうし。そうですね、ありがとうございます。灯台下暗しという感

じで恥ずかしいです。 

 

【塾生Ｋ】――――――――――――――― 

今日の話をとても興味深く聞きました、韓国人という立場からすごく勉強になりました

し、韓国人というか外国人という観点からすると、日本の社会運動の特徴とか、きょうの

お話にもつながるかもしれないのですけども、政治とのつながりとか、社会正義、ソーシ

ャル・ジャスティスということを語られなかったかなと思います。そこが今、先生が研究

している70年代後半っていうのですか。70年代から現れ今に続くということにつながるこ

となのですかね。例えば世代が違ったりとか、韓国も例えば若い世代で前の世代と一緒に、

おじさんたちとなんか一緒にしたくないとは思うのですが、でもそれによって社会が変わ

ったりとか、そのために政治を変えたほうがいいのだっていうような動きで変えようとす

る動きがまだ残っているというか、一部の文脈としてはまだ機能している。これは世代が

変わることで自動的になくなるものじゃないと思います。 

 例えば、2008年ころの若者たちが金融資本主義というような問題について指摘した動き

でもあります。だからストのやり方とか、デモのやり方は、多分、上の世代からいろいろ

伝わることはできるのですが、そういった政治に参加するとか、社会正義を語るというよ
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うな意味としては、ある意味フレーミングを大きなものとして大きな人を動員できるとい

うような感覚は、他の国でも、スペインとかも多分そういう流れで動きがあるとは思いま

す。私が一番日本で不思議だなと思うのは、そこがある意味シャットダウンされて個人で

終わってしまうことについてどのように理解すればいいのか私も思い悩みます。先生のご

意見、例えばいつからそうなのかについては、いろいろな説があるということは分かるの

ですが、私はそれがなぜいまだに続くのかが一番疑問です。その辺りの先生のご意見をい

ただければなと思います。 

 

【富永准教授】――――――――――――――― 

ありがとうございます。ソーシャル・ジャスティスっていうことを語らないっていうの

は本当にそうだなという印象を受けています。学生たちがこの雑誌の差別言説というかマ

イノリティー言説で検討してくれたときに、結構ある話だなって思ったのが、たまに障害

者の投稿者の方とか在日の投稿者の方がいらっしゃるのですよね。そういう投稿ってすご

く優しく受け入れられるのですが、構造的な差別にまで言及しないのです。つまり、いろ

んな人がいて世界いい、みたいな多文化共生っていうか、いわゆるふんわりした個人の優

しさ・親切レベルの話ですよね。それは同時代的な深夜ラジオとか若者番組みたいなＮＨ

Ｋの番組とかでも見られるもので、だからこの差別構造くそだな、とか、こういう運動し

ようぜっていうのじゃなくて、僕らの優しい心で受け止めてあげようよ、みたいな感じの、

彼らが困っているなら支えてあげようよっていうような話で、それはすごく今にもつなが

るところだなと考えられると思います。多分、Ｋさんのおっしゃっているソーシャル・ジ

ャスティスって、ある意味での対抗性というか、システムへの介入みたいなものは確かに

この時代でなくなっている、あまり見られない態度だなという、もちろん社会運動・政治

運動の中にはあったでしょうが、一般的なマイノリティーの人の目線の中にはないという

感覚は受けております。個々人の多様性への寛容で何とかしよう、ですよね。 

 

【塾生Ｋ（日韓の社会運動の違いについての質問へ）】――――――――――――――― 

そこが実は私も悩むというか、ハウツーというかツールということでもなく、システム

自体がそもそも違うということなので、逆に違うのが当たり前かなと思いながら。ろうそ

くデモとか、あるいはこの辺の若者のいろいろな動きとかを見ると、まず今の韓国の若者

はすごく権利意識が強いですね。自分が何かに参加して自分の利益を守るため、権利を守

るためには、とにかく行動をするということの意識は割と強いですね。そこで逆にそれが

社会正義のためにということよりは、自分の利益のためには労働組合でもなんでも今の若

者はどんどん入ったりとかします。結構、組織率高いところにはそういう考え方もあるの
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かと思いますが、個人レベルで見ると少し違うかなというようなところを私も学生を日本

で教えたりとかする際に感じます。人権意識とか個人でこれが正しいということは分かっ

ていても、周りの人と一緒に行動するのにすごく抵抗感を感じたりとかすることと比べれ

ば、韓国の人たちは別に知り合いじゃなくても、このためには自分が行動をして集まった

りとかすることに躊躇なく参加するところが、肌感覚でそこが違うかなというようなとこ

ろですが、そこにはいろいろな経験とかはあるかと思います。 

 そして社会運動団体のほうも、最近は影響力が弱くなったりとかはしているのですけど

も、一般の人々から支持してもらおうとすることを一番真剣に行動しますね。記者会見な

どでも、一般の人々が参加するためにはどうするかというようなことをすごく工夫してア

クションに移したりとかすることがあるので、その辺もうちょっと韓国のことを紹介しな

がら先生たちや連合の方たちとも一緒にいろいろ議論できればなと思います。 

 

【事務局】――――――――――――――― 

もしかしたら日本においてはデモンストレーションとか以外にも、もっと別な形でそう

いう表現をしている可能性があるかどうかですね。ただ単に日本人っておとなしいね、だ

けじゃ済まない問題だと思います。 

 

【富永准教授】――――――――――――――― 

2000年代、イラク反戦とかだとパレードみたいな言い方をしていましたよね。実質的に

はデモをしていたとしても、そういう代替的な言い方ってあり得たのでしょう。 

 

【事務局】――――――――――――――― 

それがどんどん別な形に変わっていって、労働組合もデモンストレーションよりも政策

提言とか、シンポジウムとか、そういう方向にいってしまっているのかなっていう、そう

いう方向にいっている可能性はありますね。 

 

【塾生Ｋ】――――――――――――――― 

そういった面においては、韓国のデモとかはコンサートに近いかもしれません。踊りが

あって、音楽があって、人々が楽しくなるようなプログラムとかが結構充実している。映

画祭をやったりとかいうような。祭りに参加するみたいな感覚で運動に出るとかというよ

うな感覚も結構あります。もちろん結構激しいところもあるのですが、それよりは一般の

人々が参加しやすいという工夫するといった面もありますね。2016年のろうそくデモとか

は、ほぼ半分はコンサートみたいなことをやったので、路上やそこら辺で人々が歌ったり
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もそうですが、参加しやすいというようなことで、歌手とかタレントたちもすごく参加し

たりとかする面はあるかなと思いますね。 

 

【事務局】――――――――――――――― 

日本におけるシンポジウムとか別な形での社会への発信というふうな動きはあるので

すけども、それにしても外に対しての労働組合運動や社会運動の発信というのがほぼ壊滅

に近い状態になっているという状況については、一方でそれは深刻に考えないと駄目じゃ

ないかなと思います。特にデモとかを語られることがなくなってきているということに関

しては、社会運動への多くの方の参加という観点からどうしていくのかっていうのは考え

なければならないと思うのです。 

 

【事務局】――――――――――――――― 

私が感じたことは、このレジュメの２ページ下のほうです。今の議論も非常に興味深く

お聞きしていました。世代間の違いというのは、一つ大きな鍵を握っていると思うのです

よ。実は私は1956年の３月生まれなので、私自身は当事者として団塊の世代も新人類にも

属していないと思っていましたが、新人類に分類する研究者もいるようです。 

 

【富永准教授】――――――――――――――― 

二次分析を行った太郎丸博先生と、見田宗介先生もそのような分類をおこなっています。

ものによってずれているところもあります。 

 

【事務局】――――――――――――――― 

私は自分自身が新人類と思ったことは一度もなくて、団塊の世代ではもちろんないのだ

けども。ただ、団塊の影響を色濃く受けているのかなと思います。新人類って自分よりだ

いぶ若い人たちのことだって漠然と思っていた。だから新人類と分類されて、最初は、え

っと思いました。この分析には、思い当たる節が一つあって、私は日本人の意識、特に政

治に対する意識とか、ある意味、非常に先進国の中で見ると弱いと思うのですね。それが

背景として主権者教育をかなりある意味、怠っていたことがあり、政治に対して無関心と

いうことや、社会運動に対しても自分が主体であるという意識が希薄になってしまった。

それはいわゆるワークルールとかそういう権利教育も全部繋がっています。そして社会運

動にも繋がっていると思います。 

 主権者教育について、５年前に選挙権は18歳以上になりました。これ自体、日本は遅れ

ており、先進国はもちろん、途上国の多くは18歳選挙権ということになって、文科省が方
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針を180度変えたのですね。具体的な主権者教育を高校で、急になんか始まった、みたいな

ことになりました。文部科学省の通達はそれまでどうだったかというと、具体的な政治的

事象に対しては非常に慎重に対処しましたね。要するに、学校でそういうのは習わない、

これは正確には昭和42年あたりからなのです。ということを考慮すると、やはり私は新人

類かなって。 

自分が中学に入ったのが昭和43年。高校に入ったのが昭和46年です。そうすると、そう

いう文部省の通達の意向というか影響っていうのは、もしかしたらすごく大きかったのか

なと。私が入った高校も、私の入った１年前か２年前、すごい学園紛争があって、という

話を聞いたんだけど、そんなの僕が入ったときには、みじんもなかったんですね。同じ学

校でそんなことが本当にあり得たのだろうかぐらいの印象を受けたという経験がありまし

た。文部省の通達があって、学習指導要領だとか、教科書だとか、その辺の変化っていう

のが世代間の違いに大きく影響している感じがしているのです。 

 

【富永准教授】――――――――――――――― 

議論を稀少化してコメントを返す形になってしまうのですが、すごく多い学生の投稿に、

これは深夜ラジオとかでも同様に多いのですけど、教育の場で先生が言う政治的な話にや

たらびっくりするっていうのがあるんですよね。つまり先ほどの具体的な政治的事象につ

いての教育は慎重にというか、その流れをすごく継いでいるっていうか、政治的に中立で

すらないと思うのですよ。現実から遊離した空間としての学校っていうものを、いかに強

く1967年以降、今でいう文科省が形成してきたかということです。 

 そういう中で、雑談で支持政党とか言うだけで、学生がめっちゃびっくりするみたいな

ことがあり得るわけで、それが長期的に若者に対して与えた影響というか、教員がストす

るだけでめっちゃびっくりする。あるいは政治家の名前を出すだけでめっちゃびっくりす

るみたいな、そういう空間の中で政治への関心っていうのが路上でのストやデモをちょい

ちょい見るくらいだとしたら、しかもお父さんは長時間労働でずっと家にいないとしたら、

確かに政治ってワイドショーで見る政局だけっていうことになっちゃいますよね。それは

ご指摘いだいたことと、70年代の若者っていうか『ビックリハウス』に出てくるような、

深夜ラジオに出てくるような若者的な態度っていうのは、ある意味かなり繋がっているの

だろうと思います。ありがとうございます。 

 

【事務局】――――――――――――――― 

③社会運動・労働組合運動への失望感が社会運動への参加を減少させた説ですが、1980

年代の日本は組織化されている、ということが、今申し上げた年代の違いとリンクしてる
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のかもしれないと。1980年代には団塊世代がまだ主導的立場にあった頃であったのかなっ

て僕は考えています。 

 

【事務局】――――――――――――――― 

先ほどの教育のところでいうと、最近はともかく現代史ってわれわれのとき全然やらな

かったです。学校が現代史を教えることに対してすごく躊躇していたような。テレビのイ

ンタビューでもアメリカと戦争してたことも知らないという人が結構いたりしますけど。 

 

【事務局】――――――――――――――― 

昔は、高校の先生が自分の友達呼んできて、現代史の補講じゃないんだけど、正規の授

業でやったのだけど、それがすごく面白かった。確かに普通には現代史あんまり力を入れ

てなかったと思います。 

 

【事務局】――――――――――――――― 

レジュメを見て、２ページの③社会運動・労働組合運動への失望感が社会運動への参加

を減少させた説のところで、まず最初に国鉄をはじめとした大規模なスト権ストの失敗と

いうところがあるんですけど、実はその下に労働争議70年代ピーク、と記載もあるのです

が、昔、公民と言っていた教科で出てくる労働争議って、実は1950年代・60年代の争議、

三井三池炭鉱の争議についてですよね。あるいは近江絹糸ですとか、日産争議とか、労働

運動史に残るような大きなストっていうのは、実は50年代・60年代だったりしてたので。

争議の数としては70年代が多いのですけど、質というかそういう激しさとかでは実はピー

クアウトしていたのかなというところを感じました。さらに言えば、国鉄のスト権ストっ

ていうのは極めて特殊なストライキでありまして、ご存じのように、そもそも国の現業職

員、ストライキ権がない中でのストライキであったりとか。あとは先ほど申し上げた三井

三池とか、日産だとか、近江絹糸だとかのストライキも日本の社会基盤そのものを止めて

しまうようなストライキではなかったわけですね。あくまで企業。もちろん支援ストはあ

ったのですけれども、産別内での話であったりするのであって、日本の、特に経済でも国

民生活でも根幹をなしている鉄道をそのまま止めてしまおうというストライキとはまた次

元が違う。要はそれだけ特殊なストライキであったというところ。さらにはスト権ストに

至るまでにも、そもそも国鉄、国労がやっていた順法闘争なんかで、市民からすれば国鉄

何やっているのだと。実際、上尾事件ですとか、あるいは首都圏の国鉄暴動とか、要は駅

を焼き打ちするような一般国民からの反発も受けていたような状況であったので、スト権

ストの失敗が、労働運動が市民の共感を失うということには必ずしも、それだけではない

のかなと思いました。 
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 それから、その下の1972年の連合赤軍の内ゲバの話ですけれども、こちらもいわゆるこ

ういった系統の社会運動が盛り上がっていたときも、60年代の例えば安保闘争なんかも70

年代安保に比べれば60年代のほうが盛り上がっておりましたし、ここら辺もだいぶピーク

アウトしてきたのではないでしょうか。それと同時に、そういった運動の内容の大きな変

節もあって、特に成田闘争や70年代安保にもみられるのですが、組織の左傾化が進んで極

左的になって暴力的になっていき、明らかに警察官を殺しに行くような運動とかをするよ

うになって、それも特に成田闘争の時なんかは顕著であったりするわけなので、そのとき

から既に国民からも見放されていたと。連合赤軍の内ゲバもそうなのですけども、それ以

前から非常に国民との間で意識の乖離はあったのかなと思います。 

 最後６ページ目の考察と結論のところに、父親のストライキを見る機会がないのではな

いかという話があったかと思うのですけど、実はストライキをやっている人たちの偏りの

問題もあるのではないかと思いました。そもそも日本の労働組合の組織率はそんなに高く

なくて、70年代でも３割程度だったというふうに思うんですけども、そもそも３割しかな

い組織率に加え、1978年のストライキの状況を見てみると、実は主要産別で見てみると、

総評系の組合が全体の88パーセントを占めてるわけなんですね。他の中立労連だとか、同

盟系だとかは３パーセント、あるいは２パーセントの世界であって、ほとんどが総評系の

組合によって労働争議が行われていたというところです。 

 その総評系の組合が多くのストライキをおこなっていたわけで、一般的なサラリーマン

の人たちは、そもそも組織化もされてないし、さらに労働争議をやっている産別に大きな

偏りがあったということも影響しているのではないのかなというところを感じました。 

 

【富永准教授】――――――――――――――― 

今後もきちんと調べさせていただきたいと思いますので、ぜひ資料等あればご教示いた

だければと思います。ありがとうございます。 

 

【事務局】――――――――――――――― 

最後の偏りということで言えば、北海道は炭労とか全林野とか、地域でストライキする

場面があって、それは結構身近なものがあって、それは世代間で引き継がれてきているよ

うな感じがしています。その後の息子・娘たちが公務員になっても組合って重要だなって

いうふうに引き継がれてきた気がしました。地域性がどうだったのかなって興味深い話だ

ったと思います。もう一つ、団塊の世代が日本の場合、規模が小さいということはあるの

でしょうか。人口の規模が例えばヨーロッパと比べて、団塊の世代の層が小さい。そうい

うふうに聞いたことがあるのですけど、そういう話は聞いたことないですか。 
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【富永准教授】――――――――――――――― 

団塊の世代の層は、どの国でも厚いものだと勝手に勘違いしていましたが、国際比較的

にはそうなんですね。 

 

【事務局】――――――――――――――― 

欧州だともう少し層が厚いというか、期間が長いというふうなことを聞いたことあるん

です。連合本部のメンバー、聞いたことないですか、連合の方。あまり聞いたことないで

すか。 

 

【塾生Ｍ】――――――――――――――― 

私自身、研究者の皆さんのお話を聞く機会もなかなかないので、きょうは非常にいい勉

強になったかなと思います。先生のお話の中で若者の政治への関心ということですが、わ

れわれの組合組織に関しても今企業に入ってこられる学生や高卒の方含めてですけれども、

政治への関心は低いなと思います。産業のために私たちの声を代弁していただける政治家

を出していくという課題があるのですけど、それに向けて関心を高めるためにいろいろや

っていかなければならないという課題があります。先生のお話の中で、1975年とか1985年

の若者に視点を当てていろいろ研究されていて、まだそこは結論は出てないということな

んですが、個人主義、私生活中心主義化というようなお話が1970年、1980年の方にあった

ということで、今の若者にも通ずるものがあると受け止めたところがあるんですが、今の

若者との関わりという点で先生のお考えは。 

 

【富永准教授】――――――――――――――― 

多分、普段、連合さんで話させていただいている話のほうが近いと思うんですが、私生

活中心主義という傾向は基本的にはそんなに変わらないとしても、今の若者のいわゆる労

働運動というよりは社会運動を見ていると、私生活的なものを政治につなげようという感

覚はすごく強いと思うのです。例えばジェンダーなどの問題が分かりやすいのでＬＧＢＴ

Ｑのパートナーシップであるとか、例えば生理の貧困とかの問題で、生理用ナプキンが高

価である、あるいはパブリックな場所に置いてないから駅のトイレに置けるようにしよう

みたいな運動が、いわゆるＺ世代みたいなアクティビストの人が日本でやっていたりしま

す。個人的なことを政治的なことにするという動きは多分、気候変動みたいな動きとか、

ＳＤＧｓの教育とかもあったと思うんですが、むしろ2010年代以降に非常に強くなってい

るのかなと思います。 

 ただそれにしても例えば労働組合組織とかが推進しているような政治参加とは切れてし

まっているところがあるというか、例えばＬＧＢＴＱのパートナーシップに賛成している
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というとき、どの議員を選ぶのか、どの政党を選ぶのかっていうところまでは関連付けが

難しいかなと、私の観察からの印象ですが考えているところです。恒常的な政治参加と日

常のつながりみたいなもの、それこそ杉並区の岸本区長とかがやられているようなことに

なるのかもしれませんが、ああいった取り組みみたいなものをもうちょっと増やさないと

ならないのだろうなという感覚はあります。 

 

【塾生Ｇ】――――――――――――――― 

今のご説明のところで質問なんですけれども、最近だと個人的な問題を政治的な側面に

結び付ける若者の動きが多いと思うんですけど、そこはＳＮＳとかの普及というのがかな

り大きく影響しているところがあるのでしょうか。今までだと個人的にこれっておかしい

よねと若者が思っていたとしても、それをなかなか問題意識として共有できなかった。た

だＳＮＳっていうものだと不特定多数の人間とそういうふうに意見を共有できたりってい

うところがあるので、もしかすると誰かが個人的な問題として投げたものが不特定多数の

中で、同じように疑問として思っていた人がいるというところが結び付いて、みんなが思

っているんだったらそれを政治なり変えてもらえるようなアクションにつなげていこうと

いうような意識とかって出やすいのかなって気がしたんですが、関係がありますか。 

 

【富永准教授】――――――――――――――― 

もう古い文献になっちゃいますが『ツイッターと催涙ガス』という邦題で『Twitter and 

Tear Gas』という、ＳＮＳでどう社会運動が変わったかという話をしていて、キャンペー

ンはすごく増えたと。つまり爆発的に共感する、＃MeTooとかがそうですよね。もちろんそ

れでつながりやすくはなったというのは、特に日本みたいに声を上げづらい社会にとって

は、大きかったと思うのですけども、ただそれだけが条件ではなくて、それを支えてくれ

るような昔ながらの組織がそのキャンペーンを運動化しているみたいな議論があります。

質問にお答えすると、ＳＮＳっていうのは一つの大きいきっかけではあったろうなと思い

ます。 

 

【塾生Ｇ】――――――――――――――― 

それだけでは十分ではない、ということですか。 

 

【富永准教授】――――――――――――――― 

そうですね。例えばオリンピック関連で、問題発言をした元首相を辞めさせるっていう

ところはＳＮＳでできても、ジェンダーへの意識を持続的に向上させたり制度を変えたり

するのはまた別で、持続的な組織って大事だよねっていう話になってくるのではないです

かね。 
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【富永准教授】――――――――――――――― 

私にこの講師を依頼したのはこういう報告をさせる意図では絶対になかったと思うの

です。日本人の社会運動参加はこんなに少なくて、それは日本での個人化が影響している

からで、みたいな話を期待されて呼んでいただいたと思うんですが、プロの研究者として

連合総研さんとお仕事をさせていただいて、連合を通じていろんな実務家の方々と話させ

ていただいて、しかもこんなに優秀な若手の研究者の方がいる中で、研究者として自分の

今、一番関心のある一番先端の仕事を見ていただきたかったというのがあるので。これだ

けいろんなコメントを実体験の中から、あるいは研究の中からいただいたっていうのは大

変ありがたいことでした。どうもありがとうございました。 
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第１２回連合総研「日本の未来塾」講演資料  

２０２３年９月１１日（月） 

 

高度経済成長期以降の日本人の意識変容は社会運動を衰退させてしまったのか？ 
：安定成長期において労働組合運動・社会運動はどのように認識されてきたのか 

 
 

立命館大学産業社会学部 富永 京子 

 

１．はじめに――高度経済成長期以後の消費社会化と対抗性の喪失、社会運動の衰退？ 
 - 経済の安定成長期（1973-1985）：消費社会化（各種チェーン、コンビニエンスストア、スーパーマーケッ

ト等の台頭）。「豊かな社会」の到来（岩田 1991） 

 - 社会の脱物質化・伝統的な価値観からの解放、物質的不満が解消された時代における、従来型と異なる政

治参加の台頭。日本では署名、集会参加、政党機関紙購読が1970-80年代にかけて上昇し、非制度的政治

参加の中でも「運動」より「依頼・請願」への意識が上昇した（蒲島・境家 2020） 

 - 対抗文化が衰退・商業化し、「記号化・差異化した消費」が台頭した時代でもあり（山田 2000, 2009; 上

野 1987=1992など）、生活＝消費という意識の強まりとともに、これまで消費の場に出現しなかった単身

女性や若者といったアクターが合理的に生活を「消費」化する過程でもあった（満薗 2014）。 

⇒「政治の季節」「激突の時代」（1968-1972）以降、「若者が消費社会の担い手となったために対抗性が失

われ、人々が政治に背を向けた」とする議論はとりわけ社会学者による研究・評論において数多く見ら

れてきた 

⇒「人々が政治に背を向けた」という指摘は1970-80年代の若者に本当にあてはまるのか？さらに言えば

「消費社会が人々から対抗性を奪った」という指摘は1970-80年代の日本を語る上で本当にあてはまるの

か？ 

 

２．先行研究――社会学における1970-80年代認識の「特殊性」 
1970-80年代に生じた「社会運動衰退した説」をまとめると…… 

①人々の個人主義化・私生活中心主義が人々の公共性を衰退させた説 

- 1970年代に顕著にみられる変容として、1970年代以降に価値観の次元で手段的価値（勤労・節約・効率

性・計画性）から即時的価値（現在中心・情緒・余暇志向・私生活優先）への移行。若い世代になれば

なるほど情緒志向・現在中心志向へ。「社会奉仕型」人間の現象と「私生活」人間の増加（国民性調査）。

「みんなで世の中を良くする」1970-80年代にかけて減少（NHK「日本人の意識」）。国の繁栄や公共への

奉仕より個人の自由を重視する時代へ（佐々木 1985, 上野 1985, 綿貫ほか 1986，安丸 1995） 

- 1960年代から引き続き、住民運動から生じた革新自治体が継続して見られ、福祉政策も浮上するものの

（1973年福祉元年）、1970年代後半になり下火に。かつて革新政党、平和・住民運動だった浮動票が「柔

らかい自民党支持」になり保守回帰し、「経済成長」と「生活保守」を政府に期待するようになる。福祉

や地域社会への企業（ないし労使協調型の組合）の進出。企業の持ち家補助によるマイホーム主義、企

業中心社会による私生活中心主義の台頭（大嶽 1994, 上野 1985，大門 2015，田間 2015，熊沢 1995）。 

② 豊かな社会が人々の対抗性を衰退させた説（①に関連） 

- 耐久消費財をめぐる格差は1970年代にほぼ解消。所有を通じた差異化と平等化の繰り返しによって、さ

らに新たな耐久消費財を手に入れるために所得を増やす……といった観念に支えられる人々の生活。「稼

得」と「消費」中心の生活観念が都市と地方とを問わず浸透（金子 1985，大門 2015）。大人のみならず

子どもまで、消費を通じた「人並み」意識の形成がおこなわれた時代でもあった（岩田 1991） 

- 世代という変数の重視。1960年代における対抗文化の担い手が1980年代に企業社会に参入し、消費社会

を率先して主導する存在となったことにより、1970年代にその「対抗性」を失い、保守化・脱政治化し

た（山田 2000; 小谷 1993; 小谷・土井・芳賀・浅野 2011）。「現代の文化変動の機動力として、世代闘

争を無視することができなくなっている」（1971年『社会学評論』青年問題特集） 

③ 社会運動・労働組合運動への失望感が社会運動への参加を減少させた説 

- 1975年に国鉄をはじめとした大規模なスト権スト→失敗。労働運動が市民の共感を失う。専売、電電、

国鉄民営化（大嶽 1994, 庄司・三宅 1985，道場 2015など）。 

- 労働争議件数は1970年代がピークで、1980年代でも1960年代よりは多い。労働者の組織化も1980年代＞

1960年代で、むしろ1980年代が最も組織化されている。一方労組の対抗性は薄くなり、労使協調型へ（庄
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司・三宅 1985，渡辺 1988） 

- 1972年の連合赤軍「内ゲバ」により、若者が政治から遠ざかるとする議論も（伊藤 2015など） 

- 1970年代から1980年代後半。至上命題としての共産主義への嫌悪感から生じた「正しさ」への懐疑と相

対主義（北田 2005）。戦後民主主義的な「正しさ」への揶揄と消費社会の享受（山本 2020） 

 

３．分析枠組と分析対象 
3-1. 世代間差異への着目 

- 公共性・対抗性の衰退、個人主義化、消費社会の担い手化、私生活中心主義化といった社会意識の差異

は、「団塊世代」（1944-1953生）以前と「新人類世代」（1954年-1968生まれ）1以後で最も大きい（NHK放

送文化研究所編 2004）。下世代から上世代が従事している労働組合運動、社会運動、あるいはそこに内

在する公共性・対抗性・集団主義はどのように映るのかを検討したい。 

- 1975-1985年を対象として、当時刊行された「若者雑誌」を検討する。当時の若者たちの生活に即した投

稿を書く「読者投稿雑誌」を対象とする。生活に即した投稿といっても内容や形容はさまざま（批評的

に日常を見るもの、「笑い話」にするもの、悩み相談の体裁を取るもの……）であるが、その「書かれ方」

から当時の労働組合運動、社会運動に対する認識、また公共性・対抗性の衰退、個人主義化、消費社会

の担い手化、私生活中心主義化といった社会意識の変容が明らかになるのではないか。 

 

3-2. 対象としての雑誌『ビックリハウス』 

- 1975-85年に刊行された月刊誌。読者は男女半々で、読者の平均年齢は例年18歳（ビックリハウス・レポ

ートより）。読者投稿が大半を占め、全国各地に読者・投稿者が存在する。 

- 編集者として萩原朔美（映像作家、劇団天井桟敷、現・多摩美術大学名誉教授、1946生）、榎本了壱（編

集者）、高橋章子（編集者）、糸井重里（コピーライター）など。寄稿者として村上春樹（小説家）、日比

野克明（現・東京芸術大学学長）、香山リカ、竹中直人など多数。編集者らは1980年代以降、美術系大学

教員として教鞭を執るか、「若者の代弁者」としてテレビ番組、広告批評誌等で活躍するという経緯を辿

った。 

- 1970-80年代「消費社会」との関連性。渋谷パルコ（西武グループ）を中心とした広告文化 

- 一方で、創刊時の編集者たちにはオイルショック後の低成長期という時代認識の方が強かった。「若者は

不景気で金がないって言うのにさ、それを誘う広告は華やかなんだよ。」（萩原朔美） 

- 対抗性・政治的な性格の不在（外山 2017; 富永 2020） 

- 編集者は、創刊時のスタッフがほぼ「団塊」世代に属する（かつ、全共闘運動かそれに近い運動経験を

持っている）のに対し、1980年以降はほぼ「新人類」世代に属する。読者はほとんどが10-20代（平均18

歳前後）であり、「新人類」世代。 

- 読者の男女比はほぼ半々。読者対象調査によると、平均年齢は18歳。 

- 読者投稿が誌面の多くを占める「投稿雑誌」であった。「投稿」といっても、その内容は幅広く、批評・

評論・随筆を書くコーナー「フルハウス」やお題となる単語を用いて物語を紡ぐコーナー「3 WORDS CONTE」、

比較的短文で日々の体験や所感を綴る「ビックラゲーション」や「おもこ」、「ヘンタイよいこ新聞」な

ど幅広い。しかし、基本的には「最近ビックリした出来事」（「ビックラゲーション」）や「身の回りのキ

モチワルイこと」（「ヘンタイよいこ新聞」）など、心情の吐露や身の上相談とは言い難い、物事の印象や

感想を問う短文中心のコーナーと、物語を投稿する「エンピツ賞」や写真や絵画、自作の音楽、立体制

作物を送る創作中心のコーナーで占められる。 

- 第1号の発行部数は5万部、ピーク時の1983年で20万部、休刊となる1985年には10万部を刊行。 

- 当時としては珍しい女性編集長（高橋章子）。高橋就任後の編集部も女性が多数を占め，1978年には5名

中4名，1979年には5名中5名，1980年には5名中4名，1981年・1982年には6人中5〜4人，1983年には4名中

2名が女性，1984年には5名中3名，1985年には4名中2名が女性であった。 

 

４．事例分析：「新人類」から見た社会運動と労働組合運動 
 では、「新人類」である若者たちは、どのような形で年長者たちの社会運動を記述し、それを形容したのだ

ろうか？ 

本報告ではとりわけ、若者たちが遭遇し、記述した社会運動として「デモ」を、労働組合運動として「スト

ライキ」（予備的に「組合」）を検索した。1975年から1983年までのデータを検討したところ、「スト（ストラ

イキ）」が合計48件（平均5.33件）、「デモ」が合計25件（平均2.77件）であり、抽出語として出現するものは

かなり少ない。しかし、抽出語上位100位だけを集計した場合でも出現回数の中央値は年間抽出数73であるた 

 
1 太郎丸（2016）の「日本人の調査」二次分析を援用 
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め、そもそも語のばらつきがかなり大きく、本雑誌上において若者たちはかなり雑多な内容について書いてい

ると言える。 

 

表１ 頻出語リスト 

 1975 1976 1977 1978 1979 1980 1981 1982 1983 

スト 

(ストライキ) 
5 6 5 8 6 1 13 0 4 

組合 1 1 11 4 5 2 5 1 0 

デモ 3 4 2 5 6 0 1 2 2 

総抽出語数 747,949 968,044 1,125,648 1,143,901 1,165,064 1,193,050 1,306,623 1,053,785 1,182,942 

（1975年2月号より1983年12月号までの『ビックリハウス』雑誌を全テキスト化し、KH Coderにて「スト or ス

トライキ」「デモ or デモンストレーション」「組合」で抽出。ただし、例えば「テスト」や「ストレートパ

ーマ」など、文脈から関連しないと判断したものは除いている。 

 

①日常的に目にしたスト・労働組合運動に対する言及 

 第一に見られたのは、実際に日常生活の中で見たストなどの活動について記述するというタイプの投稿であ

る。中でも、1975年の国鉄のスト権ストのインパクトはやはり大きい。いずれも生活者・消費者の日常風景

という印象であるが、労働者との関係性があるとその評価も少し異なってくるようだ。例えば、読者層が中

学生〜大学生であるために、学校のような場でストライキを見るタイプの言及が相対的に多くみられる。 

 また、労働者としての教員が持っている他の一面に対する「ビックリ」や「いじましく、カワイイ」さまが

記述されているが、ストライキや組合活動に限らず、生徒（読者）たちにとって「教員の教員らしくない姿」

は格好の投稿材料にされていた。例えば教員が授業中の雑談として語る「戦時中の武勇伝」などもよく投稿・

掲載されている（富永 2023a）。 

②過去の回想として現れる「スト」 

 「日常の風景」としてのストライキに言及する声は年々少なくなっていくものの（媒体側の性質が変容した

こととの関連も強いと考えられる）、回顧録的や実体験の中で「ストライキ」「スト」「組合」が出現するこ

とも珍しくない。「する側」である場合もあれば「される側」である場合もある。 

 「デモ」の記述に関しては、編集者や寄稿者らが過去の学生運動体験を語ることが多いが（富永 2020）、ス

トに関しては体験談としてはデモほど言及されていない。この点については、一回の大イベントとして語ら

れる学生運動とは異なり、そもそもストライキがそれなりに日常的な行為であり、敢えて語りの俎上に上が

るほど特別なことではなかった、読者層である若者たちに訴求するような内容ではなかったといった点が考

えられる。 

③「ネタ」「洒落」「創作」の材料として使うもの 

 いわゆる「創作」や「面白い話」、言葉遊びの題材としてストを題材とする投稿が、特に1978年以降は増大

した。例えば造語・略語を作る「全流振」のコーナーでは、以下のようにストライキを用いた言葉遊びの投

稿が見られる。 

 上記の通り、他愛もないネタがかなり多いのだが、半分程度が国鉄・私鉄に関するストライキであることが

興味深いといえば興味深い。読者の中心層である若者にとっては、他産業よりも鉄道のストライキの影響が

強く、ストライキ＝鉄道という印象がやはり大きいのだろうか（実際の産業別のストライキ数と比較までは

しなくとも、当時の鉄道会社のストライキの盛り上がりというか、一般市民レベルでの認知などについては

お伺いしたいです）。 

 もう一点は、創作の題材として「スト」や「労働組合」を使うもの。社会運動や組合運動といったモチーフ

は、現実の語り（①②）に比して創作のモチーフとされる頻度がそれなりに高い点は興味深い。劇的である、

対立構造が明示的で話を作りやすい、といったところなのか。 

 

５．考察と結論 
 

1975-1985年の若者たちにとって、ストライキ、労働組合の存在は日常的にはとくに公共空間において目に

する行動として、また、より年長者である編集者や寄稿者がかつて従事した行動として、あるいは創作の中の

出来事として認識されていた。 

日常的に目にする労働組合運動は主に国鉄・私鉄のストライキ、あるいは教員の組合活動になる。ここで例 
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えば「父親」をはじめとする家族の組合活動やストライキの話が投稿されても良さそうなものだが、その存在

がない（さらに言えば、父親の仕事や会社の話題も必ずしも多くない）のが現時点では大変興味深い。この点

は同時代の家庭の個人化を分析した岩田正美、木本喜美子の分析が参考になるが、高度経済成長期から安定成

長期にかけてサラリーマンの長時間労働が定着し、父親が家庭内において「そもそもいない存在」として定着

した点（木本 1995）、また冷凍食品や電子レンジなどの耐久消費財の普及で家族全員が揃う食卓が減少し、家

族の生活時間にかなりのばらつきが生じた点（岩田 1991）などが考えられる。 

頻繁に目にする機会があればその行動内容について理解はするもので、例えば「ストライキ」を用いた言葉

遊びや創作などはそもそもストライキの意味を知らなければできないわけで、そういった意味での理解は若者

にも十全に存在した。重要な点として、例えば学生運動やウーマンリブ、環境運動といった他の同時代の社会

運動と対比して、労働運動に対する冷笑的な声、攻撃的な声が極めて少ないことはかなり興味深い（富永 2020, 

富永 2022a, 富永 2023b）。このように、1975-1985年時点の若者において労働運動・社会運動に対する理解や

寛容性に温度差があった点は、単純に「公共性・対抗性が衰退したから運動全般への無理解が進んだ」では解

釈しきれない点であろう。 

一方、この点は「個人主義化」や「消費生活の担い手化」「私生活中心主義化」といった当時主流とされる

価値観と、労働組合運動の掲げてきた課題や目標の間に大きな齟齬がなかったからこそ冷笑・攻撃を免れられ

たという点も考えられる（渡辺 1988）。戦後民主主義的な「正しさ」（山本 2020）を女性運動や、環境運動、

学生運動が代表していると認識され、忌避されてしまったのだろうか。 
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